
第6章 想定される今後の事業スケジュール（案）
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第一工区の
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管理体制の
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Task3

第二工区の
活用推進

Task1

泊港活用計
画

2025年度 2026年度2024年度2023年度 2027年度 2028年度

Task5

那覇ウォーター
ブロント活用
計画の検討

基礎情報の整理
活用方向性の整理

活用方針の検討

ゾーニング検討

ゾーニング検討
段階整備の方針検討

Phase 2：
構想策定

Phase 3：
計画策定

Phase 4：
公募

Phase 5：
活用開始

Phase 1：
基礎検討

123
※1 事業者選定は、想定する事業手法や規模により、1年～2年程度、弾力的な期間確保が必要となる。

基本構想の検討

整備運営内容決定
関係者合意形成

ゾーニング検討

ゾーニング検討
段階整備の方針検討

基本計画の検討

整備運営計画確定
事業化決定

事業者選定

公募準備・公募実施
事業者選定

事業着手

設計・施工の推進（2027～2029想定）
施設運営実施（2029～2030頃供用開始）

基本計画・実施方針

整備計画の決定
民活方針決定

※1

基本計画調整

第二工区活用具体化
暫定利用方針検討

各種調整

第一工区活用を踏まえた各種調整

泊漁港計画を踏まえた広域ゾーニングの検討
市の広域計画の検討

広域方針の検討 他エリアの検討

広域方針を踏まえた各港湾区域の具体的検討

まちづくり組織体制検討
ステークホルダー調整

体制検討

まちづくり組織組成

管理組織組成 組織運営

活用開始までの賑わい創出活動
第一工区事業者との連携・調整

泊漁港活用に向けたスケジュールの概観
段階的な整備と広域港湾活用検討を進め、早期に活用開始できるよう調整する。
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